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1．ご挨拶    

本年度より、群馬大学理工学系技術部機械センター部門に就業させていただきました技

術職員の後藤です。よろしくお願いします。小職は 2003 年 3 月に大阪府立大学工学部機

械システム工学科を卒業し、その後、2018 年 2 月まで 15 年ほど民間企業に勤務しており

ました。その間、製鉄所の設備保全業務や発電設備の製造業務にエンジニアとして携わり、

機械および材料のスペシャリストとして必要な技術と経験を身に着けてきました。これま

での経験と保有する技術を活かし、先生方および学生がより良い研究活動ができるように

全力でバックアップさせていただこうと考えております。 

 

2．これまでの業務経験と保有技術 

 前述の製鉄所の設備保全業務や発電設備の製造業務においては、主に溶接技術を担当し

てきました。専門の溶接法は、発電設備の製造業務にて 8 年間ほど従事したレーザ溶接法

です。本溶接法についてはレーザヘッド等の設備メンテナンスから溶接条件の選定、及び、

ISO、ASME 等の規格に基づいた施工管理までの業務を一通り、経験しております。これら

の経験を基に接合技術の国際学会である IIW2017上海とレーザ加工学会において研究発表

も行うことができました。この IIW2017 上海の出張期間中には上海交通大学激光製造実験

室への大阪大学浅井研究室の視察に帯同し、レーザ溶接法の先端研究にも触れております。

図 1 に本視察時の写真を示します。 

 最後に保有技術と保有資格、所属学会を記載します。 

【保有技術】 

・自動溶接、溶接規格、油空圧、機械要素、機械組立 

【保有資格】 

・溶接管理技術者 1 級 

・エネルギー管理士（熱） 

・公害防止管理者(一般粉じん) 他 

【所属学会】 

・溶接学会 図 1.IIW2017 上海発表後の上海交通大学視察 

（筆者は左端から三人目） 

3．現在の業務内容と実例紹介 

 現在の主な業務内容は「工作実習指導」、「依頼加工」、「実験装置や冶具の設計・製

作」の 3 項目で、いずれも工作機械を用いた業務です。小職は工作機械の操作経験がこれ

まで乏しいことから、技術部の先輩方から汎用工作機械や NC 工作機械の取り扱いを学び、

操作方法の習熟と加工技術の理解に努めております。次に業務の取り組みを具体的に説明



 

します。まず、工作実習指導においては学生の安全を第一とし、学生が工作機械の操作経

験が増すような実習指導を心がけております。依頼加工では図面を基に加工するだけに留

まらず、学生とコミュニケーションを取って、学生のプランを達成できるように努めてお

ります。最後に実験装置や冶具の設計・製作では実験で必要とされるスペックを的確に把

握し、依頼元が満足できることを目標に取り組んでおります。冶具の設計・製作の実績例

としては次の 2 点があり、それぞれ実施例 1、実施例 2 に示します。 

［実績例 1］鋳造用アルミニウム合金の液相拡散接合 供試材保持冶具の設計・製作 

拡散接合技術とは、母材を溶融させない固相状態で加熱、加

圧して接合する技術です。本方法のキーポイントは接合表面の

酸化皮膜の除去であり、接合界面に Zn シートを挿入した状態

で本シートを通電、加熱することで酸化皮膜の除去を行ってい

ます。供試材の保持冶具に要求される仕様は、Zn シートの通電、

加熱性に影響を与えないために冶具に絶縁性と熱伝導の防止

機能を持たせることと、供試材の芯ずれを 0.1 mm に抑えるこ

とです。上記の仕様を満足し、段取り時間も大幅に短縮した冶

具を設計・製作しました。図 2 に冶具の写真を示します。 

図 2.実施例 1 供試材保持冶具 

［実績例 2］ポーラスアルミニウム用アルミニウム溶湯の撹拌装置保持冶具の設計・製作 

ポーラスアルミニウムとは多数の気孔を内包したアルミニ

ウム基複合材料であり、その超軽量性から大型輸送機の強度部

材への採用が検討されています。本材料の作製方法の一つにア

ルミニウム溶湯に気孔を安定化させる増粘剤と高温でガスを

放出する発泡剤を添加し、撹拌して冷却させる方法がありま

す。このアルミニウム溶湯を撹拌させる装置については、1000 

rpm を超える高回転による撹拌シャフトの振れ回りの防止と

660 ℃を超えるアルミニウム溶湯の輻射熱の防熱が必要です。

本仕様を満足する冶具を設計・製作しました。図 3 に冶具写真

を示します。 

図 3.実施例 2 アルミニウム溶湯の撹拌装置保持冶具 

 

4．今後の予定と目標 

 民間企業で勤務していた最後の 5 年ほどは溶接技術のエンジニアとして昼夜を問わず、

全力で働き、アウトプットを出してきました。エンジニアとしての仕事への自信と尖った

専門技術を保有できた一方で、他者に依頼できた技術については疎かにしてきたきらいが

あります。今後は機械系のエンジニアとして、自身の専門分野外の技術も目的をもって、

積極的にインプットしていこうと考えております。具体的には高真空装置の自作や装置の

自主保全を行うにあたり必要となる制御技術を公的機関のセミナーを利用しながら身に

着けていきます。高度な専門技術を保有しながら、機械および電気系全般に通じたエンジ

ニアになることが小職の目標です。 

以上 


